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学校間連携の試み

親子礼拝
年長組の親子は毎年6月と9月に、初等
部礼拝堂において親子礼拝を守ります。
礼拝では、初等部の宗教主任の先生から、
貧困や飢餓に関する他国の現状と私たち
にできることについて、お話を聴きます。

Study Room
中等部生が自習や試験勉強をする際に、
教員志望の大学生ボランティアがサポー
トします。月～金曜日の放課後に、教科の
宿題、定期テストの勉強、学習方法のアド
バイス等を行います。

世界とともに生きるために、
世界でともに学ぶ

　青山学院にとって、国際交流は創設時からの使命です。現在、各

学校がそれぞれ特色ある国際交流プログラムを実践しています。

　初等部、中等部、高等部では、オーストラリアやイギリス、イタリア、

韓国、中国などの伝統ある学校と相互訪問や留学プログラムを実施

しています。

　大学では国際センターが中心となって留学生の派遣・受け入れを

行い、海外語学・文化研修や海外インターンシップの実施など国際

化への取り組みを着実に進めており、共生の意識を備えた青山学院

らしいグローバル・サーバント・リーダーを育成しています。

　また、国際交流の場として開設されたインターナショナルコモンズ

にある、初等部生から大学・大学院生までが利用可能な「チャット

ルーム」では、協定校

からの交換留学生等

をチャットリーダーと

して、外国語での会話

と異文化コミュニケー

ションが日常的に体験

できます。

キリスト教教育 社会貢献 平和教育
あなたはかけがえのない
大切な人であると伝える

　青山学院は、あらゆるプログラムを通じて知的成長を促し、高い

寛容性・他者理解・個性尊重のもとに多様な世界と積極的に向き合

う人、愛と希望をもってすべての人と社会に仕えていくグローバル社

会のリーダーの育成を目指しています。その学院教育の基盤として

流れているのがキリスト教信仰です。一人ひとりが神に愛されている

かけがえのない存在であることを実感できるよう、本学院ではそれ

ぞれの年齢に応じたキリスト教教育が展開されています。

　学院にある８つのチャペルで日々行われる礼拝は、学院教育に

おいて最も大切な時間です。讃美歌を歌い、聖書の言葉に耳を傾け

るひとときを通して、自分を振り返り、隣人を覚え、世界を見つめ直

す機会としています。初等部以上の学校では、授業を通して、キリス

ト教と聖書について全員が学びます。奉仕活動を実践する学生・生

徒の団体、聖歌隊やゴスペル、ハンドベル、オルガンなどのクラブや

同好会活動も活発です。各学校間の交流もしばしば行われます。

　歴史と伝統によって紡ぎ出してきた校風、そして整備された教育

環境のなかで、すべての人と社会のために未来を拓くサーバント・

リーダーとしてのスピリットとマインドと行動力とを身につけていきま

す。

ボランティア活動と
サービス・ラーニング

　青山学院は、使命を見出し、進んで人と社会とに仕え、その生き方

が導きとなる人、「サーバント·リーダーの育成」を掲げ、社会に貢献す

る人材を育てることを目的に、各学校において様々な活動、取り組み

を行っています。

　初等部、中等部、高等部では、障がい者支援施設等での交流や、

養護老人ホームでの奉仕活動などを通じて、ボランティア精神の涵養

を図っています。

　大学では、社会貢献活動と学習を結びつけ、正課の科目として取

り入れたサービス・ラーニングを通じて、学問的・人間的成長を促し、

「サーバント・リーダーの育成」に努めています。2022年4月には、ボ

ランティアセンターを発展させたシビックエンゲージメントセンターを

開設し、地域活性化やグローバルな社会課題にも取り組み、社会貢献

をさらに推進していきます。

　また学院の横断的活動として、特定非営利活動法人チャイルド・

ファンド・ジャパンとの連携によるフィリピン訪問プログラムなどを通

じて、異文化に触れ、国や人種の垣根を越えて、世界の誰とでも支え

あい、ともに生きていく人間形成を目指しています。

世界のために祈り、
「平和を造る人々」を育成します

　青山学院では、世界平和そして共生の実現という大きな課題につい

て、聖書の教え「平和を実現する人々は幸いである、その人たちは神

の子と呼ばれる」（マタイによる福音書第5章9節）に基づき、喜ぶ人

と共に喜び、泣く人とともに泣くことのできる隣人愛を育み、世界のた

めに祈り、「平和を造る人」の育成を目指しています。

　幼稚園では、戦前・戦時下に存在した緑岡幼稚園の記録を絵本と

して作成、読み聞かせを行っているほか、毎月「平和を祈る会」を行っ

ています。初等部では、青山学院緑岡小学校の歴史を通して山の手

空襲を学び、地域のフィールドワークで戦争遺構を見学します。さら

に、平戸での「海の生活」や洋上小学校を通して原爆や寄港地の戦

争遺構に触れ、平和教育を積み重ねています。中等部では修学旅行

として沖縄を訪れます。前年から沖縄学習ノートを作成し事前学習を

行い、現地ではガマなどを訪れ、平和の大切さを学びます。高等部で

は、3年間を通して全教科を横断した学びの軌跡を「平和・共生学習

の記録ノートLog Book」にまとめ、２年生終了時には6,000文字以

上の論文を提出します。全生徒一人ひとりが平和の実現者となるべく、

学習活動を行っています。大学では、全学部と青山スタンダード教育

機構で平和・共生に関わる様々な科目を展開しています。
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高等部生の大学授業履修
高等部3年生が青山学院大学の授業を受
け、内部進学後にその単位を認定する制度
があります。早くから大学の雰囲気を肌で
感じることによって、学習意欲の向上をは
かっています。

国際交流

Aoyama Gakuin Global Week

2021年より、10～11月の概ね1週間を、「Aoyama Gakuin 
Global Week」と定め、様々な行事や活動を通して「青山学院
に集うすべての人が、地球という多様な文化が共存するコミュ
ニティーの一員であることを自覚し、異文化への理解を深め、国
際的な問題・事象への関心を高める」ことを目指しています。

初等部　プログラミング教育

中等部　3年生選択授業

2021年9月より、株式会社CA Tech Kidsとタッグを組み、プログラ
ミング的思考の涵養に加え、プログラミングスキルを身につけること
を目的とした3年間のカリキュラムを作成し、全国初となる本格的な
プログラミング教育を導入しました。4～5年生の2年間で、「Scratch」
というツールを使い基本的なスキルを学
びます。6年生では最大の目的である、プ
ログラミングを用いて様々な問題を解決
するという総合的な学びを行っていきま
す。

一貫校の強みを活かし、生徒の興味や関心を高め、個性を育み、将
来の夢につながる授業をほぼ全教科にわたって行っています。外部
から講師を招いたり、街の探索や施設見学
に出かけたり、検定試験合格を目指すなど、
その内容は多彩で、生徒が興味のある授
業を選択することができます。50年以上の
歴史をもつ特色ある教育の一つです。

Pick up !

高等部を卒業する生徒のうち基準を満たした生徒は、
希望があれば全員青山学院大学へ推薦されます。
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